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機能回復工事例 
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１． ライナープレート集水井老朽化に伴う内巻き補修工事例 

 

 経年劣化で腐食が顕著なライナープレート集水井（φ3,000）の補修対策として、φ2,500 のラ

イナープレートを内巻き施工している。 

 内巻き用ライナープレートを積み上げるため、底盤コンクリートの巻き立てを行い、その上にライ

ナープレートを乗せ、旧躯体との間を砕石で充填しながら立ち上げていく。 

 φ2,500 までであれば集水井内においてボーリングの掘削も可能な大きさであり、追加対策を含

めた維持管理が可能である。 

 なお、この事例の自治体では、既設集水井は補強リング・バーチカルスティフナーを用いず、ライ

ナープレートの部材厚を変える形で設計・施工されているため、内巻き施工において比較的クリアラ

ンスを取りやすい状況であるといえる。 

 

 



 

巻末－48 

 

 

  

汚泥処理                   型枠設置 

 

  

底盤コンクリート設置完了           下部ライナープレート固定 

 

  

裏込め砕石締固め              パイプ類接続状況 
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張コンクリート工型枠設置            張コンクリート設置完了 

 

  

点検梯子設置状況                天蓋設置状況 

 

  

安全柵取付状況                 施工完了 
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２． 酸性水（温泉水）による腐食対策としての内巻き補修工事例 

 

 酸性水（温泉水）で腐食が顕著なラ

イナープレート集水井（φ3,500）の

補修対策として、φ3,000 の重防食加

工ライナープレートを内巻き施工して

いる。 

 重防食加工のライナープレートは、

飽和ポリエステル粉体塗装加工品であ

り、酸性水などによる腐食に対しては

強いが、塗装自体非常に傷付きやすい

ため、施工にあたっては砕石詰めする

際にヤシ系マットをあてがい、内巻き

プレート自体に傷がつかないよう注意

しながら施工した。 

 工法比較対象としてコンクリートセ

グメントも上げられたが、維持補修可

能なφ2,500 を確保して内巻き施工

ができないと判断し、採用案から除外

されている。 

 集水・排水ボーリング管には塩ビ管

を用い、耐腐食性を高めている。 

この成果については農業農村工学会

九州支部講演会（2012）において発

表されており、その文献を次ページ以

降に示す。 
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